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化学変化・原子分子 名前

問1 0.90gのマグネシウムの粉末を加熱したところ、加熱が不十分であったため、ステンレス皿の中にある物質の全体の質量が1.30gになりました。
このとき、まだ反応せずに残っているマグネシウムの質量は何gですか。 （2020年 群馬県公立入試 類似）

1. 0.50g 2. 0.40g 3. 0.60g 4. 0.30g

問2 0.60gの銅粉をステンレス皿にとり加熱したところ、反応が途中で止まってしまい、加熱後の全体の質量が加熱前よりも0.10g増加しました。こ
のとき、まだ酸素と結びついていない未反応の銅の質量は何gですか。ただし、銅と酸素が反応して酸化銅ができるときの質量の比は、銅：酸素
＝4：1であるものとします。 （2014年 福井県公立入試 類似）

1. 0.10g 2. 0.50g 3. 0.40g 4. 0.20g

問3 石灰石とうすい塩酸を密閉容器内で反応させた後、容器のふたを開けてしばらく放置してから再び質量を測定しました。このときの質量の変化
と、その理由の組み合わせとして正しいものはどれですか。 （2015年 富山県公立入試 類似）

1. 空気中の酸素と結びつく反応が起
こるため、反応直後よりも質量が増
加する

2. 二酸化炭素が空気中に逃げ出した
ため、反応直後よりも質量が減少す
る

3. 質量保存の法則により、ふたを開
けても反応直後と質量は変化しない

4. 容器の中に空気が入り込んで重く
なるため、反応直後よりも質量が増
加する

問4 丸底フラスコの中に石灰石を入れ、そこにうすい塩酸を加えて反応させたところ、気体が発生しました。この気体を、水を入れた水そうの中で
容器を逆さまにして、水と置き換える方法で集めたとき、発生した物質の名称とその分類について正しく述べているものはどれですか。 （2015年

鹿児島県公立入試 類似）

1. 発生した気体は二酸化炭素であり
、炭素原子と酸素原子が結びついて
できた化合物である。

2. 発生した気体は塩素であり、1種
類の元素からなる単体である。

3. 発生した気体は水素であり、1種
類の元素からなる純物質である。

4. 発生した気体はアンモニアであり
、窒素原子と水素原子が結びついて
できた化合物である。

問5 炭酸カルシウムとうすい塩酸の反応を、外部と物質の出入りが一切ない「密閉した容器」の中で行った場合、反応前後の全体の質量はどのよう
になりますか。最も適切なものを選びなさい。 （2021年 兵庫県公立入試 類似）

1. 発生した気体には質量がないため
、質量は減少する

2. 気体が発生して容器内の圧力が高
まるため、質量は増加する

3. 固体が液体に溶けてなくなるため
、質量は減少する

4. 反応前と反応後で、全体の質量は
変化しない

問6 銅の質量と、結びつく酸素の質量の比は常に一定であり、銅：酸素＝4：1であることが知られています。いま、ステンレス皿の上に2.40gの銅
粉をのせて十分に加熱し、すべてを酸化銅に変化させたとき、得られる酸化銅の質量は何gになりますか。 （2024年 高知県公立入試 類似）

1. 3.20g 2. 3.00g 3. 0.60g 4. 2.80g

問7 炭酸水素ナトリウムを加熱して分解する実験において、反応前の炭酸水素ナトリウムの質量よりも、加熱後に残った固体の質量の方が小さくな
ります。質量が減少した理由を説明したものとして、最も適切なものはどれですか。 （2017年 長崎県公立入試 類似）

1. 加熱によって炭酸水素ナトリウム
の一部が消滅し、熱エネルギーに変
化したため

2. 試験管内の空気が加熱によって膨
張し、内部の物質を押し出したため

3. 炭酸ナトリウムは炭酸水素ナトリ
ウムよりも原子の数が少ない物質に
変化したため

4. 熱分解によって二酸化炭素と水が
発生し、それらが気体として試験管
の外へ逃げていったため

問8 酸化銅の粉末を試験管に入れ、水素を通しながら加熱する実験を行いました。このとき、酸化銅が酸素を失って銅に変化するような、酸化物か
ら酸素が取り除かれる化学変化を何といいますか。 （2016年 福井県公立入試 類似）

1. 分解 2. 中和 3. 酸化 4. 還元

問9 ステンレス皿に1.20gのマグネシウムの粉末を入れ、十分に加熱したあとの質量をはかる操作を繰り返したところ、3回目以降は何度加熱しても
質量が2.00gから変化しなくなりました。加熱を続けても質量が増加しなくなった理由として正しい説明を選びなさい。 （2023年 香川県公立入試 類似）

1. 空気中の酸素をすべて使い果たし
てしまい、反応するための酸素がな
くなったから。

2. マグネシウムのすべてが酸素と結
びつき、酸化マグネシウムに変化し
たから。

3. 加熱を繰り返したことでステンレ
ス皿の温度が上がり、マグネシウム
が分解を始めたから。

4. マグネシウムの一部が気体となっ
て空気中に逃げ出し、質量の増加分
と相殺されたから。

問10 酸化銅と炭素の混合物を試験管に入れて加熱し、発生した気体をガラス管で石灰水に通す実験において、加熱を終える際の適切な操作の順序と
して正しいものはどれですか。 （2017年 愛知県公立入試 類似）

1. 石灰水からガラス管を抜き、ガス
バーナーの火を消してから、ゴム管
をピンチコックで閉じる。

2. ゴム管をピンチコックで閉じ、ガ
スバーナーの火を消してから、石灰
水からガラス管を抜く。

3. 石灰水からガラス管を抜き、ゴム
管をピンチコックで閉じてから、ガ
スバーナーの火を消す。

4. ガスバーナーの火を消し、ゴム管
をピンチコックで閉じてから、石灰
水からガラス管を抜く。

問11 物質を加熱した際などに発生する二酸化炭素を検出するために用いられる、特有の反応を示す液体として最も適切なものはどれですか。 （2021年

愛媛県公立入試 類似）

1. エタノール 2. 石灰水 3. 食酢 4. ベネジクト液

問12 炭酸水素ナトリウム2.2gをステンレス皿に入れて加熱し、完全に熱分解させたところ、皿に残った固体の質量は1.4gであった。次に、別の炭酸
水素ナトリウム2.2gを同じように加熱したところ、加熱が不十分であったため、皿に残った固体の質量は1.8gであった。このとき、まだ反応せ
ずに残っている炭酸水素ナトリウムの質量は何gか求めなさい。 （2014年 静岡県公立入試 類似）

1. 1.1g 2. 1.4g 3. 0.7g 4. 0.4g

問13 酸化銀の粉末をステンレス皿にとり、ガスバーナーで完全に分解する実験を行いました。酸化銀の質量が1.00gのとき、加熱後に皿に残った銀の
質量は0.93gであり、酸化銀が2.00gのときは1.86g、3.00gのときは2.79gという結果が得られました。このように、反応する物質と生成する
物質の質量の比が常に一定になるという化学の基本的な法則を何といいますか。 （2021年 沖縄県公立入試 類似）

1. 定比例の法則 2. 質量保存の法則 3. アボガドロの法則 4. 倍数比例の法則
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答え合わせ・解説
問1 答え 4

0.30g
マグネシウムと酸素は3：2の質量比で反応します。まず、増加した質量（化合した酸素）は1.
30g－0.90g＝0.40gです。この0.40gの酸素と反応したマグネシウムの質量をyとすると、y
：0.40＝3：2の比の関係から、y＝0.60gとなります。もともとあったマグネシウムは0.90g
なので、まだ反応していないマグネシウムの質量は0.90g－0.60g＝0.30gと求められます。

問2 答え 4
0.20g

物質が化学反応する際、反応する物質の質量の割合は常に一定であるという定比例の法則が成
り立ちます。銅と酸素は4：1の質量比で反応するため、増加した質量である0.10gの酸素と結
びついた銅の質量は、0.10g × 4 ＝ 0.40g と計算できます。最初に用意した銅の質量は0.60
gであるため、ここから反応済みの銅の質量を引いた、0.60g － 0.40g ＝ 0.20g
が未反応の銅の質量となります。

問3 答え 2
二酸化炭素が空気中に逃げ出したため、反応
直後よりも質量が減少する

石灰石とうすい塩酸が反応すると、気体の二酸化炭素が発生します。容器が密閉されている間
は二酸化炭素も質量に含まれていますが、ふたを開けることでこの気体が容器の外へ放出され
ます。その結果、放出された気体の質量の分だけ、容器全体の測定値は減少することになりま
す。

問4 答え 1
発生した気体は二酸化炭素であり、炭素原子
と酸素原子が結びついてできた化合物である
。

石灰石にうすい塩酸を加えると、二酸化炭素が発生します。二酸化炭素の化学式はCO2であり
、炭素（C）と酸素（O）という2種類の元素が結びついてできているため、分類上は化合物と
なります。水に溶けにくい気体であるため、水上置換法（水と置き換えて集める方法）で回収
することが可能です。

問5 答え 4
反応前と反応後で、全体の質量は変化しない

質量保存の法則により、化学変化の前後において反応に関わる物質全体の質量の和は変わりま
せん。密閉容器内で実験を行う場合、発生した二酸化炭素も容器内にとどまるため、容器全体
の質量を測定すると、反応前と反応後で数値に変化は見られません。これは、物質を構成する
原子の組み合わせが変わるだけで、原子の種類や数は変化しないためです。

問6 答え 2
3.00g

銅と酸素が 4：1 の質量比で反応するとき、生成される酸化銅の質量は比の合計である「5」
に相当します。つまり、銅と酸化銅の質量比は 4：5 となります。銅 2.40g
がすべて反応した場合、得られる酸化銅を x g とすると、4：5 ＝ 2.40：x
という比例式が成り立ちます。これを解くと、x ＝ (2.40 × 5) ÷ 4 ＝ 3.00g
と算出されます。

問7 答え 4
熱分解によって二酸化炭素と水が発生し、そ
れらが気体として試験管の外へ逃げていった
ため

炭酸水素ナトリウムを加熱すると、炭酸ナトリウム（固体）、水（液体）、二酸化炭素（気体
）の3つに分解されます。試験管を密閉せずに実験を行うと、発生した二酸化炭素と水蒸気が
外部へ放出されるため、試験管内に残る固体の質量は、反応した炭酸水素ナトリウムの質量か
ら放出された気体の質量を引いた分だけ減少します。これは質量保存の法則に矛盾するもので
はなく、逃げた気体を含めれば全体の質量は一定に保たれています。

問8 答え 4
還元

酸化銅から酸素が奪われて銅に変化するように、物質が酸素を失う変化を還元と呼びます。こ
の実験では、酸化銅が還元される一方で、水素が酸素を受け取って酸化され、水が発生してい
ます。このように、酸化と還元は常に同時に起こるという性質があります。

問9 答え 2
マグネシウムのすべてが酸素と結びつき、酸
化マグネシウムに変化したから。

マグネシウムなどの金属を空気中で加熱すると、空気中の酸素と結びついて酸化物が生成され
る酸化という反応が起こる。一定量の金属と結びつくことができる酸素の質量には上限がある
ため、用意したマグネシウムのすべてが酸素と反応しきると、それ以上加熱を続けても質量は
増加しなくなる。実験においては、周囲に十分な酸素が存在するため、酸素不足によって反応
が止まることは通常考えられない。

問1
0

答え 3
石灰水からガラス管を抜き、ゴム管をピンチ
コックで閉じてから、ガスバーナーの火を消
す。

加熱を止めると試験管内の空気が冷えて収縮し、気圧が下がるため、先にガラス管を抜かない
と石灰水が逆流して試験管が割れる原因となります。また、火を消す前にピンチコックでゴム
管を閉じることで、外気の流入を遮断し、得られた銅が空気中の酸素と反応して再び酸化銅に
戻る「再酸化」を防ぐ必要があります。

問1
1

答え 2
石灰水

二酸化炭素を石灰水に通すと、化学反応によって水に溶けにくい白色の物質（炭酸カルシウム
）が生成されます。この性質を利用することで、無色透明の液体が白く濁る様子から、発生し
た気体が二酸化炭素であることを確認できます。

問1
2

答え 1
1.1g

炭酸水素ナトリウムが完全に反応した際、減少した質量は 2.2g - 1.4g = 0.8g
である。このことから、反応した炭酸水素ナトリウムと減少した質量の質量比は 2.2 : 0.8 =
11 : 4 であることがわかる。不完全な加熱によって皿に残った固体が1.8gであったとき、減
少した質量は 2.2g - 1.8g = 0.4g
である。反応した炭酸水素ナトリウムの質量をxとすると、質量比より 11 : 4 = x : 0.4
となり、x = 1.1g と算出できる。したがって、全体の質量2.2gから反応量1.1gを引いた、残
りの1.1gが未反応の炭酸水素ナトリウムの質量となる。

問1
3

答え 1
定比例の法則

実験データにおいて、酸化銀の質量と生成された銀の質量の比は 1.00：0.93 ＝ 100：93 で
あり、酸化銀の量が変わってもこの比が常に保たれています。このように、特定の化合物をつ
くる成分元素の質量の比が常に一定であるという原理を定比例の法則と呼びます。


